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浅間山の火山活動の活発化について 

噴火警戒レベルを３（入山規制）へ引き上げ 
 
 
 
 
 浅間山では、本日１３時００分、火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規

制）を発表しました。 

 

 本日、０７時ころから山頂直下が震源と見られる周期の短い地震が多くなり、

地震回数はさらに増加しています。また、傾斜計の観測では０２時頃からわず

かな山上がりの変化が観測されています。 

 

 これらのことから、今後、居住地域の近くまで影響を及ぼす噴火が切迫して

いると予想されますので山頂火口から４キロメートルの範囲では、噴火に伴う

大きな噴石（風の影響を受けず弾道を描いて飛散する大きさのもの）の飛散等

に警戒が必要です。 

 

 なお、火山活動を詳細に把握するため、気象庁機動調査班（JMA-MOT）２名を

派遣する予定です。 

 

 

 

 

 

 
 

本件担当 地震火山部火山課  火山対策官  北川 （内４５３０） 

火口から４キロメートルの範囲に影響を及ぼす噴火が切迫していると予想 


























